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 ＪＲ総連は３月 24 日、Ｊ

Ｒ貨物労組東北地本に支援

物資を届けました。それまで

緊急自動車専用となってい

た東北道は、一般車両に開放

されたとはいえ、走っている

のは各県からの消防隊や自

衛隊の車列がほとんどです。

しかし、仙台に近づくとＳ 

Ａのガソリンスタンドには、給油待ちの一般車が目立つようになりまし

た。わざわざ高速道路で給油しなければならないほど、燃料不足は深刻

なようです。 

萩原副委員長と糸山組織担当部長は、ＪＲ貨物東北地本に到着。森書

記長と、仙台臨海鉄道労組の組合員から状況をお聞きし、支援物資を手

渡しました。その後、ＪＲ貨物、宮城県、進出企業が共同出資でつくっ

た仙台臨海鉄道の本社を訪問しました。津波の襲来を受けた庁舎の周り

には、流失したコンテナや自動車、瓦礫が散乱。すべて破壊されて、ど

こから手をつけていいかわからないような状況です。 

しかし、組合員の職場と仕事、家族との生活を何としても守らなけれ

ばなりません。ＪＲ総連は、復興への決意を新たにしています。 

【写真上から】仙台臨海鉄道本社の周りに散乱したコ

ンテナ／仙台臨海鉄道機関区／ＪＲ貨物東北地

本に集まった組合員／倒れた看板や瓦礫の山 


